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１ 指定管理者業務評価について 

 
(1) 指定管理者業務評価について 

本市の指定管理者制度における評価（モニタリングを含む。）は、ＰＤＣＡサイクルに基 

づくマネジメントシステムの一環である「Ｃ（Ｃｈｅｃｋ：評価）」の役割を担うプロセ 

スとして位置付け、次の４つの方法にて実施します。 

 

①第三者評価機関・選定評価委員会による評価（第三者評価） 

②指定管理者による自己評価 

③市（施設所管課）による評価 

④利用者等による評価 

 

   本報告書は、上記①第三者評価機関・選定評価委員会による評価であり、第三者評価は、 

市及び指定管理者とは異なる客観的な視点に立って、管理運営水準の向上を目的に実施して 

います。 

 

(2) 評価の方式 

第三者評価は全ての指定管理施設を対象とし、その特性に応じて次の３つの方式で実施

します。瀬谷区民文化センターの第三者評価は、高い専門性を有する施設として、附属機関

（選定評価委員会）による評価を行います。 

  ア 美術館等の高い専門性を有する施設 

   (ｱ) 方式 

     附属機関（選定評価委員会等）による評価 

   (ｲ) 内容 

     外部委員で構成される附属機関が、評価を実施 

 

  イ 地区センター等の市内に多数設置されている施設 

   (ｱ) 方式 

     指定管理者第三者評価機関による評価 

   (ｲ) 内容 

     一定の条件に基づき市が認定した指定管理者第三者評価機関が、評価を実施 

 

  ウ 特別養護老人ホーム等の福祉サービスを提供している施設 

   (ｱ) 方式 

     福祉サービス第三者評価 

   (ｲ) 内容 

     福祉サービス第三者評価機関が、評価を実施 
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２ 指定管理施設概要 

 
(1) 施設概要 

ア 施設名称 横浜市瀬谷区民文化センター（あじさいプラザ） 

イ 所在地 横浜市瀬谷区瀬谷四丁目４番地10 ライブゲート瀬谷３・４階 

ウ 施設規模    鉄骨鉄筋コンクリート造地下１階地上10階建てのうち、３階及び４階の一 

部を専有（区分所有） 

エ 施設面積 1,611.13 ㎡ 

オ 施設内容   音楽多目的室（148席）、ギャラリー（２室）、会議室（３室）、 

         練習室（２室）、楽屋（２室）、情報コーナー、エントランス、 

         専用搬出入エレベーター（１台）、エスカレーター（３台）等 

  カ 開館日    令和４年３月１日 

 

(2) 指定管理者 

    神奈川共立・ハリマビステム共同事業体 

    代表構成企業 株式会社ハリマビステム 

    代表取締役 森山 英明 

 

横浜市西区岡野二丁目６番６号 

 

(3) 指定管理期間 

    令和４年３月１日から令和９年３月31日まで 

 

(4) 瀬谷区民文化センターの使命 

瀬谷区民文化センターの設置目的を達成するために、次に掲げる使命を設定しました。 

指定管理者は、条例に規定する施設の設置目的とともに６つの使命を達成することを目標 

に、業務を行うこととします。 

 

【使命１】文化芸術活動の活動と体験の場となる 

芸術文化に関する活動と体験の場を提供することで、市民の活動を支援する。 

【使命２】文化芸術活動を担う人材を育む 

地域で文化活動に興味を持ち、活動を主導する人材を増やすことで、地域住民の文化 

芸術活動の可能性を広げる。 

【使命３】文化・芸術の鑑賞の機会を提供する 

音楽、演劇、ダンス、美術などの芸術文化に触れる機会を提供することで、感性豊

かで多様な価値観を受け入れる区民文化の醸成に貢献する。 
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Ａ：目標水準を達成している、または上回っている 

Ｂ：目標水準を概ね達成している、または一部達成できていない 
Ｃ：目標水準が達成できていない、または大幅に下回っている 

 

【使命４】文化芸術活動を媒介として地域の力を結びつける 

地域の文化施設として求められる役割と専門性をふまえ、地域の様々な施設・団体・ 

資源を結びつけるコーディネーターとして、地域コミュニティのベースとなる文化的 

コモンズの形成に寄与する。 

【使命５】あらゆる人を文化活動に受け入れる 

瀬谷区の子どもや高齢者、障害者、外国人など、性別や経済事情、社会的背景にかか 

わりなく幅広い属性の方を受け入れ、親しまれる施設となるため、社会的包摂（ソー 

シャル・インクルージョン）の視点も踏まえた利用者本位の運営を行う。 

【使命６】持続可能性を高める施設運営を行う 

法令等に則った施設の保守・点検や日常的な予防的修繕などの維持管理を行い、安全で 

快適な施設を維持する。また、効率的な経費の執行や収入増の取組等により、安定的な 

施設運営を行う。 

 

３ 評価 

 
(1) 評価の方法 

・評価の対象（年度）は、令和４年３月１日から令和６年９月30日までとしました。 

・指定管理者が公募時に提出した「提案書」をもとに、評価の対象となる「目標項目」及

び「目標水準」を設定しました。 

・指定管理者は、目標項目ごとに「具体的な実施状況・実績」を記載し、目標が達成さ

れているかどうか「自己評価」を行いました。 

・行政は、指定管理者が行う「自己評価」、指定管理者から提出された事業報告書、四半期

ごとのモニタリング等をもとに「行政評価」を行いました。 

・評価委員会委員は、「自己評価」、「行政評価」、指定管理者によるプレゼンテーション

（第２回横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者選定評価委員会）の内容等をもとに

「外部評価」を行い、「第１期横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者業務評価表」及び本

業務評価報告書を作成しました。 

 

(2) 評価の基準 

以下の基準により、３段階による評価を行います。 
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(3) 評価結果 

 

ア 総合評価 

       

  

 ※総合評価の使命の内容は、公募時に現指定管理者が作成した提案書の表記を使用しています。 

 

 

(1) 具体的な取組み Ｂ
(2)指定管理者が提案した指標 Ａ
(3)業務の基準で設定している指標 Ｂ

(1) 具体的な取組み Ｂ
(2)指定管理者が提案した指標 Ｃ
(3)業務の基準で設定している指標 Ｂ

(1) 具体的な取組み Ｂ
(2)指定管理者が提案した指標 Ｂ
(3)業務の基準で設定している指標 Ｂ

(1) 具体的な取組み Ｃ
(2)指定管理者が提案した指標 Ａ
(3)業務の基準で設定している指標 Ａ

(1) 具体的な取組み Ｃ
(2)指定管理者が提案した指標 Ａ
(3)業務の基準で設定している指標 Ｂ

(1) 具体的な取組み Ａ
(2)指定管理者が提案した指標 Ａ
(3)業務の基準で設定している指標 Ａ

(1) 利用料金 Ｂ
(2)収支計画 Ｂ
(3)収支バランス Ａ

【使命１】文化芸術に関する活動と体験の場の提供

【使命２】地域の文化活動を担う人材の育成

【使命３】文化芸術の鑑賞機会の提供

【使命４】地域ネットワーク形成への寄与

【使命５】様々な区⺠の社会参加機会の創出

【使命６】安全かつ効率的・効果的な施設運営の実現

利用料金、収支計画及び収支バランス
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  イ 評価に関するコメント 

   (ｱ) 使命１について 

     ａ 具体的な取組みについて 

・ スタッフの中に、接客態度に問題がある人がいると聞いている。受付は施設の顔で

あり、応対マナー等の底上げが必要である。 

・ 作品の展示方法などスタッフの文化芸術に対する知識が十分でないと感じることが

多くある。スキル向上のため、スタッフの育成プログラムも必要ではないか。 

・ 意見交換用のボードが設置されていないことの理由が分からないが、設置が難しい

のであれば、別の方法でも利用者同士が交流できる媒体があるといいと思う。 

・ エスカレーター利用時に、３階から４階への動線が分かりにくいので、案内しやす

い配布物等が欲しい。 

・ 利用者の使いやすさを考えるなら、予約用PCはあった方がいいと思う。 

 

     ｂ 指定管理者が提案した指標について 

・ 施設利用改善会議の報告が施設内掲示板での公表はされていないようだが、施設管

理の改善という目標は達成されている。 

・ アンケートの実施については、年度末等時期を決めて行うのではなく、通年で実施

してほしい。 

 

     ⅽ 業務の基準で設定している指標について 

・ 音楽多目的室は人気が高く、特に土日はなかなか予約が取れないと聞いている。ギ

ャラリーは指定管理者による色々な自主事業を行っているが、自主事業を除く と、

使い勝手が良いわりに稼働率が低いように思う。 

 

   (ｲ) 使命２について 

     ａ 具体的な取組みについて 

・ キッズプロデューサー2024の企画が評価時点では未実施ではあるが、「SEYA・アー

ティストバンク」によるアーティストの選出や活動も実施しており概ね目標は達成

している。 

・ アーティストバンクの募集や地域推進パートナーによる企画をどんどん実施してほ

しいが、募集していることや登録されたアーティストによる企画を実施しているこ

との周知がない。もっと働きかけを行ってほしい。 

・ 瀬谷区には素晴らしいアーティストがいることについて、指定管理者からの発信力

を高めてほしい。 

・ アーティストバンクや地域芸術推進パートナーの選定基準が不明である。またアー

ティストバンクの登録アーティストや地域芸術推進パートナーを起用した事業のテ
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ーマや企画の意図が分かりにくい。 

 

     ｂ 指定管理者が提案した指標について 

・ 目標水準ではプログラムの効果測定の実施が重視されているが、本来の目的の実施

前後の変化について明瞭でない。 

 

     ⅽ 業務の基準で設定している指標について 

・ 協力する地域住民40人以上は満たしていないが、34人は著しく少ないわけでない。

プラザ・アートウィークの来場者数は目標を大幅に超えているため、実質的な協力

者は多いのではないか。 

・ 瀬谷カルチャーパートナーの選定基準がはっきりしていない。 

 

   (ｳ) 使命３について 

     ａ 具体的な取組みについて 

・プラザ・アートウィークは、あじさいプラザのメイン企画としてこれからも発展

していって欲しい。 

・「あじぷら亭」は高齢者も楽しめる人気あるイベントとして評価できる。 

・今実施しているコンサートも素晴らしいが、出演者の年代や演目に偏りがあり、

幅が狭いと感じる。 

・音楽事業、落語といった文化事業は結構な頻度で開催されているが、絵画や芸術

分野での事業が弱いと感じる。 

 

     ｂ 指定管理者が提案した指標について 

・ 委員会の結論としてＢ評価とすることに異論はないが、区民文化センターは収益性

を高めるための施設ではないため、文化ニーズに対してチケット販売率の数値目標

で判断するのはふさわしくない。 

 

     ⅽ 業務の基準で設定している指標について 

・ 学校でのアウトリーチについては先方の事情もあるのかもしれないが、一部に偏っ

ている。区内には小学校が 10 校あるので、積極的に参加を呼び掛けるなど、参加し

やすい状況を作るといいのではないか。 

 

   (ｴ) 使命４について 

     ａ 具体的な取組みについて 

・ 地域ネットワークの形成には、どうしても時間がかかるものである。瀬谷区は発展

がさらに期待できる場所であるため、これからに期待したい。 
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・ 三ツ境駅周辺に住んでいる人からすると遠く感じる。立地から、瀬谷駅近くを中心

に活動を広めているが、瀬谷区は南北に広い区である、全区域との連携や働きかけ

は大変ではあるが、積極的に行ってほしい。 

・ 毎月の催し・行事等の予定やコンサートがあるときはポスター掲示を連合に依頼す

るなど、各自治会への宣伝をもっとしてほしい。 

・ 区内各施設、区内文化団体との協力関係が構築できているとは言えない。引き続き

区民文化センターのＰＲを継続してほしい。 

・ 文化芸術の目で地域全体を見渡せる人が必要。コーディネーター人材が必要である。 

・ 地域連携のための活動はしているが、要望の聞き取りやサポートに若干の弱さを感

じる。 

 

     ｂ 指定管理者が提案した指標について 

・ 連携した地域団体・コミュニティから満足度が高いことは評価できるが、まだ連携

をとっていない団体等へどう働きかけていくかが今後の課題である。 

 

     ⅽ 業務の基準で設定している指標について 

・ 目標水準は達成しているが、区内各施設との連携プログラムは是非行ってもらいた

いたい。 

 

   (ｵ) 使命５について 

     ａ 具体的な取組みについて 

・ 自己評価では外国語のプログラムにつき需要がないとのことだが、施設そのものが

外国籍の方に認識されていないだけの可能性がある。利用対象者を広げる意味でも

将来的にアクションボードだけでなく、ひらがなプログラムも準備した方がいいと

感じた。 

・ 開催している事業の開催意図や、参加しているアーティストの案内などを、外国語

表記すると、外国籍の方にも興味をひくのではないか。 

・ ホームページは、見やすく外国語表記も設定されている。 

 

     ｂ 指定管理者が提案した指標について 

・ 目標水準は達成しているが、プラザ・アートウィークを知らない人への発信力を高

めていってほしい。 

 

     ⅽ 業務の基準で設定している指標について 

・ 事業数は評価できるが、ターゲットを絞った事業は実施できていない。 
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   (ｶ) 使命６について 

     ａ 具体的な取組みについて 

・これまで大きな事故なく運営できているのは評価できる。ただし、避難経路やギ  

ャラリー奥の非常扉の扱いなど、利用者の安全に関わる内容が十分に周知されて

いないと感じるため、利用の手引きに記載するなど、一部改善が必要ではないか。 

 

     ｂ 指定管理者が提案した指標について 

・施設状況に関する５段階評価において、４以上の評価を100％とれているのは素晴 

らしい。 

 

     ⅽ 業務の基準で設定している指標について 

・事故０件、法定点検100％はこれからも継続してほしい。 

 

   (ｷ) 利用料金、収支計画及び収支バランス 

     ａ 利用料金について 

・ 利用料金収入は開館以降予算未達の状態が続いており、収入を増やすためにも利

用促進に期待できる「定期利用ポイントカード」の導入に努めていただきたい。

現在の予約システムでのポイント導入が難しいのであれば、利用が一定回数を超

えたら割引をするなど、施設側の工夫で実施することはできないか。 

・ 目標に掲げている「定期利用ポイントカード」の導入が実現できていないが、魅

力があるサービスなのでぜひ導入してほしい。 

 

     ｂ 収支計画について 

・ 利用料金収入は予算未達だが、未達金額は徐々に小さくなってきている。今後も

備品の備え付けなど利用しやすい環境を維持するとともに、瀬谷公会堂との連携

を含め、独自のイベント開催などに一層注力してほしい。 

・ 現状では経費を効果的に使用できていると思われるが、備品は利用者のニーズに

合わせて少しずつでも充実させてほしい。 

 

     ⅽ 収支バランスについて 

・ 総額の収支バランスは取れているが、予算と実績の乖離が大きく、適切に予算策

定がされているか疑問がある。水道光熱費が２期連続で予算を大幅に下回ってい

る点、備品購入費が２期連続で全額残っている一方で消耗品費が不足している点、

修繕費が消化されていない点など、予算との乖離が目立つ項目が多いため、１年

を通してどのような運営を行うのか、明確に予算に反映する必要があるのではな

いか。 
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  ウ 総括 

・ 瀬谷区民文化センターはこれから50年以上歴史を積み重ねていく施設。今後大きな変化

をとげる瀬谷区とともに時間をかけて良い施設になってもらいたい。 

・ コロナで大変な時期のスタートだったが、そこを乗り越えて施設の運営をしていること

に感謝する。ただし、他の区民利用施設と比べるとイベント等を主催する利用者に対す

る配慮が足りない。もっと利用者目線に立つことや区民性を理解した上で窓口対応をす

ることで、幼い子供から青年、成人、老人と全ての区民が楽しく集える施設へと発展し

ていってほしい。 

・ 先日横浜DeNAベイスターズの選手のトークショーが瀬谷区民文化センターで開催された

ことを知らなかった。多くの横浜市民が興味を引きそうなイベントであっても区民文化

センターから離れていると情報が入ってこないのが実情。やはり施設自体の発信力を高

め、連合自治会との連携を強化して、瀬谷区民文化センターをもっとアピールしてほし

い。 

・ 瀬谷区民文化センターは、通常ギャラリーの天井に設置するピクチャーレールがギャラ

リーの中間あたりの壁にも組み込んであるため高齢者などにとっても絵画などを設置し

やすいギャラリーとなっており、市内の他の区民文化センターと比べても使い勝手が良

い施設である。一方で、区民文化センターを知らない人にどうやってその存在を知って

もらうかが大きな課題だと感じている。瀬谷区内に区民文化センターがあること自体を

知らない方も結構多くいるので、施設自体の発信力を高めて、さらなる周知に務めるこ

とが必要だと思う。私たちの区民文化センターであるという認識を高めて区民に愛され

る施設を目指してほしい。まだまだ面白い施設の使い方やこれからの展開が期待できそ

うな企画を期待している。 

・ 瀬谷区民文化センターが様々な事業に取り組んでいることがわかったが、現状はインタ

ーネットなどを使って自ら情報を取りにいく人にしか情報が届いていないと思う。印刷

費など費用の問題もあるが、利用方法や催し物情報など区内の様々の方の目に留まるよ

う瀬谷駅通路へのポスター掲示や、自治会・町内会の加入率が高い瀬谷区では、自治会

の掲示板や回覧板などを活用した周知が有効だと思う。こうした働きかけにより瀬谷区

民文化センターそのものの知名度をあげていくことで、地域での文化団体のネットワー

クも広がっていくと思う。 

・ コロナ禍の影響がある中での開館だったが目標とする利用者数を達成し、サービスも概

ね良い評価をいただいていると思う。一方で設定した基準を達成できていない部分もあ

る。特に、地域での文化団体のネットワークづくりや障害者・外国籍の方を含む全方位

向けの利用促進策に少し弱い印象がある。どちらも難しい課題だが、引き続き文化団体

の事業支援を地道に行うことにより連携を強化し、運営が安定してきたところで新規の

利用者開拓ツールとしてひらがなパンフレットの作成等をニーズも含めて検討していく

のがいいと思う。 
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横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者選定評価委員会委員名簿及び開催経緯 
 

 

１ 委員名簿（敬称略） 

 

氏 名 所 属 等 

藤嶋 俊會 美術評論家連盟会員、屋外彫刻調査保存研究会会長 

新谷 たか枝 瀬谷区ジュニアコンサート運営委員代表 

髙岩 敏和 瀬谷区連合町内会自治会連絡協議会会長 

廣瀬 昌子 廣瀨昌子税理士事務所 

宮崎 和之 瀬谷区美術協会会長 

 

２ 委員会開催経緯 

 

開催日時・場所 審議内容等 

■ 第１回委員会 

日時 令和６年 10 月８日（火） 

午前10時30分～午後12時 

場所 瀬谷区民文化センター 

１ 委員長等の選出について 

２ 会議の公開・非公開について 

３ 指定管理業務の評価作業の進め方について 

４ 評価項目及び基準について 

 

■ 第２回委員会 

日時 令和７年１月30日（木） 

午前９時30分～午後12時 

場所 瀬谷区役所４階会議室 

１ 委員会の公開・非公開について 

２ 指定管理者による自己評価説明 

３ 事務局からの行政評価説明 

４ 選定評価委員会による評価 

 

 

資 料１ 

 



第１期横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者業務評価表

目標項目 目標水準

【施設貸出業務における取組み】
利用予約・利用申請をもっと簡単に
わかりやすくし、スピーディーに対
応

・受付に利用者が自由に使える予約シス
テム操作用パソコンを設置し、慣れてい
ない利用者にはサポートを行う。
・施設備品や利用イメージなどの画像等
提示できるタブレット端末を常備する。
・ギャラリーは、展示内容ごとに効果的
な展示方法を提案できるリーフレットを
作成し、十分なサポートを行う。

置き場所の都合上パソコンの設置は現在し
ていないが、利用者持ち込みのスマホなど
で細やかにサポートをおこなっている。
タブレット端末を事務所にて常備。ただ
し、写真などの方が需要が多いため、プリ
ントしたものを併せて常備して説明に使用
している。
使用方法などをまとめた冊子を作成して配
布している。
フロア図面を用いて実際の現場を見ていた
だきながら提案をさせていただいている。
利用当日までに、壁面を移動させてすぐに
展示いただけるようにサポートをおこなっ
ている。

A B

【施設貸出業務における取組み】
「受付対応ロールプレイ」の実施に
より、受付対応スキルを向上

・「受付対応ロールプレイ」で明らかに
なった改善点は即座に全スタッフと共有
するとともに、必要な内容は「受付業務
マニュアル」にその都度反映させ、受付
対応の業務品質の向上を図る。

毎月休館日にロールプレイングや機材の取
り扱いなどの様々な研修をおこなってい
る。研修では、情報の共有や顧客の対応に
ついて、また、業務の改善点などを話し合
い、利用者の需要にあわせて対応を更新
し、業務品質の向上につとめている。

A A

【施設貸出業務における取組み】
新型コロナウイルスをはじめとした
感染症対策を徹底

・施設利用後は施設・備品の簡易点検を
行うと同時に、受付スタッフによる簡易
清掃を実施する。
・新型コロナウイルスの感染が終息した
後も引き続きアルコールなどを常備し、
利用者が安心して利用できる環境を準備
する。

使用後の室場にはスタッフが点検に入り、
利用者には原状復帰をいただくとともに、
スタッフは汚れなどがある場合には簡易な
清掃をおこない、清潔を保っている。
現在はほとんど要求はなくなったが、受付
にて消毒セットを常備し、必要に応じて貸
し出しできるようにしている。また、貸し
出しをおこなっていることを館内の掲示な
どでもお知らせしている。

A A

【新しい文化・コミュニティが生ま
れる場の提供】
メンバー募集やイベント告知用の
「コミュニケーション・ボード」
「情報ラック」を設置

・利用者の広報活動の場として、メン
バー募集やイベントの告知、情報交流を
行うことができる「コミュニケーショ
ン・ボード」を設置し、施設利用者同士
のコラボレーションや合同でのイベント
実施などにつながるよう、利用者の意見
を取り入れながら工夫する。
・当施設をはじめ区内で行われる催し物
を中心としたイベントチラシの配架を行
う「情報ラック」を設置する。

ボードの代わりに、受付にて会員や新規の
参加者の募集を希望する利用者の情報をま
とめて、参加したい、興味があるという相
談があった方に紹介をおこないコミュニ
ケーションの輪を広げるお手伝いをおこ
なっている。
利用者や近隣施設用のチラシラックを設
け、催し物情報を配架している。

利用者からの要望から、区民・
利用者情報用のチラシラックの
場所を目立つ場所に置いたり、
参加者と主催者を繋ぐ役割を積
極的に担っています。

A

新しい文化・コミュニ
ティが生まれる場の提供
については、受付による
コミュニケーションの輪
を広げるサポートやチラ
シラック設置による催し
物情報の配架などをして
おり、目標水準を概ね達
成している。

施設利用者同士のコラボ
レーションや合同でのイ
ベントの実現に向けて取
り組んでほしい。

B

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

◆　瀬谷区民文化センターに求められる役割において重視する事項:文化芸術に関する活動と体験の場の提供(使命１：提案書様式16)

【使命１を達成するための具体的な取組】

外部
評価

評価委員会
（コメント）

施設貸出業務について
は、利用者への柔軟で丁
寧な対応、毎月の受付対
応ロールプレイなどの研
修実施による業務品質の
向上、新型コロナウイル
ス等の感染症対策を含む
施設の清潔かつ安全な状
態の維持などができてお
り、目標水準を概ね達成
している。

PCやスマホを持っていな
い利用者に対する利用予
約のサポート方法につい
ては、検討してほしい。

利用者に効果的にギャラ
リーを使用していただく
ために、展示内容ごとに
効果的な展示方法を提案
できるリーフレットの作
成を検討してほしい。

・スタッフの中に、接客態度に
問題がある人がいると聞いてい
る。受付は施設の顔であり、応
対マナー等の底上げが必要であ
る。

・作品の展示方法などスタッフ
の文化芸術に対する知識が十分
でないと感じることが多くあ
る。スキル向上のため、スタッ
フの育成プログラムも必要では
ないか。

・意見交換用のボードが設置さ
れていないことの理由が分から
ないが、設置が難しいのであれ
ば、別の方法でも利用者同士が
交流できる媒体があるといいと
思う。

・ エスカレーター利用時に、
３階から４階への動線が分かり
にくいので、案内しやすい配布
物等が欲しい。

・ 利用者の使いやすさを考え
るなら、予約用PCはあった方が
いいと思う。

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

施設貸出業務については、利用
者のニーズと世の中の情勢に合
わせて柔軟に対応してきまし
た。特に、地域柄、ネットなど
に不慣れな方も多いので、予約
に関しての説明は、本来システ
ムのサービスセンターでの対応
になる範疇のものでも、できる
限り丁寧に受付で対応していま
す。
また、ソフト面の質の向上とい
うところで常に“今”の利用者
に気持ちよく利用いただくに
は、を最優先に考えて、当初の
ルールなどの見直しを定期的に
話し合い、それに合させた研修
をおこなっています。
コロナ禍ではなくなりました
が、施設を清潔に安全に保ち、
また訪れたいと思われるよう
な、芸術と文化と笑顔溢れる施
設を目指しています。
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第１期横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者業務評価表

【施設利用率向上に関する方策】
来館後すぐにギャラリーでの作業は
開始できるよう事前セッティングを
サポート

・高齢者や障がいを持つ利用者に配慮
し、ギャラリーの移動式パネルの配置と
スポット照明のセッティングは、利用者
打ち合わせを踏まえて事前にスタッフで
行う。
・ギャラリーの展示作業に必要な備品を
セットして無料貸出しする。

打合せ時に決めたレイアウトに沿って、可
動式パネルは全て設置した状態で当日に引
き渡しをおこなっている。また、安全に動
かしやすい作業台を貸し出すとともに、利
用者がおこまりの場合はできる限りスタッ
フでサポートをおこなっている。
展示に必要や備品や消耗品をセットにして
無料にて貸し出しをおこなっている。（利
用者の声を反映し中身を追加している）

其々の利用者に合わせた対応を
専門知識のあるスタッフがおこ
なっています。

A A

【施設利用率向上に関する方策】
音楽多目的室利用者へのサポート

・公演やイベント開催時における基本的
な必要書類（タイムスケジュール等）の
ひな形を必要に応じて提供する。
・公演・イベントにおける必要備品、発
注物について、利用内容に合わせたアド
バイスを積極的に行う。
・公演実施時に必要となる様々な掲示物
を事前に用意し無料で提供する。

経験豊富な舞台スタッフが利用者のニーズ
にあわせて、打ち合わせ相談にのってい
る。初めての利用者には、施設の見学を積
極的におこない、設備などを充分に理解い
ただいた上で、利用者の目指す公演にあわ
せた提案をおこなっている。
公演にかかわるポスターなどの印刷の受託
を承っている。

A B

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

施設利用に関するアンケート調査を
年１回以上実施

・１回以上実施する。 年度末毎におこなっている。

年度末のアンケートにより、備
品の購入や利用者の使い勝手の
いい施設にむけた改善に努めて
います。

A A

調査結果をもとに「施設利用改善会
議」を開催

・会議の報告（結果）をホームページと
施設内掲示板で公表する。

アンケート結果をHPにて公表。アンケート
からの要望は改善会議にかけて、施設内の
環境整備、備品の買いたし、事業の内容な
どに反映させている。

A A

【業務の基準で設定している指標】

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

定量指標①：貸館利用率（音楽多目
的室、ギャラリー）

・音楽多目的室：80％以上
　ギャラリー：70％以上

2023年度
音楽多目的室：91％　ギャラリー：39％
2024年度（9月末時点）
音楽多目的室：91％　ギャラリー：83％

A B

定量指標②：総来場者数 ・60,000人以上 2023年度来場者数、99,819人 A A

定性指標①：利用者の状況について
の現状把握

・アンケート調査、直接のヒアリングか
ら、利用者の属性を把握し、調査報告を
まとめる。

アンケートやヒアリングにより実施し、年
齢層や問題意識などジャンルごとにわけて
ホームページにて結果を公表した。

A A

【指定管理者が提案した指標】

施設利用率向上に関する
方策については、専門知
識のあるスタッフによる
ギャラリーの事前セッ
ティングや展示に必要な
備品の無料貸出し、音楽
多目的室利用者への利用
にあわせた提案などを
行っており、目標水準を
概ね達成している。

利用者の声を反映して
ギャラリーの展示に必要
や備品や消耗品を追加し
ており、評価できる。

音楽多目的室の公演実施
時に必要な掲示物の無料
提供について検討してほ
しい。

・ 音楽多目的室は人気が高
く、特に土日はなかなか予約が
取れないと聞いている。ギャラ
リーは指定管理者による色々な
自主事業を行っているが、自主
事業を除く　と、使い勝手が良
いわりに稼働率が低いように思
う。

指定管理者が業務の基準
で設定している指標を概
ね達成している。

ギャラリーの利用率は、
令和５年度の目標を下
回っているが、令和６年
度は大幅に改善してお
り、今後も使用率の向上
に取り組んでほしい。

総来場者数は、目標水準
を大きく上回る多くの方
に利用いただいており、
評価できる。

・ 施設利用改善会議の報告が
施設内掲示板での公表はされて
いないようだが、施設管理の改
善という目標は達成されてい
る。

・ アンケートの実施について
は、年度末等時期を決めて行う
のではなく、通年で実施してほ
しい。

指定管理者が提案した指
標を達成している。

アンケート調査からの要
望は改善会議にかけて、
施設内の環境整備や備品
の購入などよりよい施設
にむけた改善をしてお
り、評価できる。

特にギャラリーの稼働率が課題
でしたが、2024年度には大きく
改善が見られています。また、
来場者についても、当初の目標
を大きくクリアしており、施設
を知っていただいている方に既
に何度も足を運んでいただいて
いるとともに、新規の方にも少
しづつ広まっていることがわか
ります。
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目標項目 目標水準

【人材育成の具体的な取組み】
文化活動を支援する多種多様なアー
トマネジメント・ワークショップの
展開

・地域で文化活動を行う区民に向けた実
践的なアートマネジメントに関するワー
クショップを開催する。（参考：別紙※
１）

アナウンス、話し方、チラシ作成などの事
業や活動に役立つワークショップをプラザ
ラボアートマネジメントシリーズとして定
期的に開催している。

A A

【人材育成の具体的な取組み】
瀬谷区内をはじめとした若手アー
ティストによる「SEYA・アーティス
トバンク」の立ち上げ

・瀬谷区内や近隣の若手アーティストと
の連携、活躍の場「SEYA・アーティスト
バンク」の立ち上げ、活動の調整・プロ
デュースを行う。
・公共施設や教育機関、介護施設、商店
街をはじめとした地域コミュニティでの
アーティスト派遣や各種イベントのプロ
デュースを通して、文化芸術活動に携わ
る人材を双方に創出する。

「プラザ・アーティストバンク」として、
音楽・美術・ダンスなどそれぞれのジャン
ルで活動する、9組の登録アーティストと4
組の協力アーティストを選出し、2024年4月
より始動した。輝きフェスティバルなどの
地域行事でステージに出演してもらってい
る。現在、複数の地域施設や団体からも相
談を受けている。
また、地域で文化活動を行う7組の地域芸術
文化推進パートナーを選出し、発表の場を
設けて展観を開催している。

A B

【人材育成の具体的な取組み】
地域のイベントプロデューサーを育
成する「区民企画委員会」による活
動の実施

・スタッフと区民が協働して様々なイベ
ントを企画・実施する「区民企画委員
会」を設置し、地域のイベントプロ
デューサーを育成する。

区民企画委員会を「あじさいプラザPR大
使」として活動いただき、その取組の一環
として、2023年度のプラザアートウィーク
にて、コンサート・展示・ワークショッッ
プ・フリーマーケットなどさまざまな事業
に企画から実施、あるいは出演などをおこ
なっていただいた。

A A

【人材育成の具体的な取組み】
子どもたちがイベント企画・プロ
デュースを体験する「子ども企画委
員会」による事業の実施

・主に小学生を対象に、鑑賞事業やその
他イベント事業の企画を考え実施する
「子ども企画委員」を募集し、子どもた
ちの「積極性」と「協調性」を重視した
活動を行う。
・多くの人とかかわる場面をできる限り
設定することでコミュニケーションの大
切さを体験できるよう配慮する。

「キッズ・プロデューサー2024」として、
2024年度秋～冬の事業として現在企画進行
中。子供たちが、コンサートを企画から広
報、当日の運営まですべてに携わる事業と
なる予定。

B C

◆　瀬谷区民文化センターに求められる役割において重視する事項：地域の文化活動を担う人材の育成（使命２：提案書様式17）

【使命２を達成するための具体的な取組み】

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

人材育成の具体的な取組
みについては、ワーク
ショップの開催、アー
ティストバンクの立ち上
げ、「あじさいプラザPR
大使」によるプラザアー
トウィークの企画を行っ
ているが、「子ども企画
委員」による事業
（「キッズ・プロデュー
サー2024」）が募集段階
であるなど、目標水準を
一部達成できていない。

令和６年度にアーティス
トバンクを立ち上げ、現
在はアーティストバンク
の存在の周知がメインと
なっているため、今後は
区内様々な場所へのプロ
デュース活動の実施や
アーティスト派遣を積極
的に取り組んでほしい。

「キッズ・プロデュー
サー2024」が子どもたち
にとって、コミュニケー
ションの大切さを実感で
きる事業になることを期
待する。

・ キッズプロデューサー2024の企
画が評価時点では未実施ではある
が、「SEYA・アーティストバンク」に
よるアーティストの選出や活動も実
施しており概ね目標は達成してい
る。

・ アーティストバンクの募集や地域
推進パートナーによる企画をどんど
ん実施してほしいが、募集している
ことや登録されたアーティストによる
企画を実施していることの周知がな
い。もっと働きかけを行ってほしい。

・ 瀬谷区には素晴らしいアーティス
トがいることについて、指定管理者
からの発信力を高めてほしい。

・ アーティストバンクや地域芸術推
進パートナーの選定基準が不明で
ある。またアーティストバンクの登録
アーティストや地域芸術推進パート
ナーを起用した事業のテーマや企
画の意図が分かりにくい。

アートマネジメント講座、アー
ティストバンク、地域芸術文化
推進パートナーキッズ・プロ
デューサー2024など、毎年計画
通りにさまざまなマネジメント
事業を実施しています。本年度
実施予定のものについては、ま
だ実施途中ということで、B評
価にしています。
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指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

人材育成プログラムの参加前と参加
後での意識の変化に着目した調査の
実施、プログラムの効果測定の実施

・効果測定の結果を今後のプログラムに
反映する。

2022年度は子供向け、2023年度は大人むけ
をおこない、概ね充実した内容の調査結果
となっている。2024年度は子供向けに特化
したものを行う予定。効果測定結果を活か
すとともに、広くさまざまな分野でのニー
ズにこたえながらプログラムをつくってい
る。

今後もニーズに合わせたプログ
ラムを実施していく予定です。

A

指定管理者が提案した指
標については、令和４・
５年ともに人材育成プロ
グラムを実施している
が、プログラムの効果測
定が、次期プログラムに
反映しているかは達成状
況や事業報告書から確認
できないため、目標水準
を達成できていない。

C

・ 目標水準ではプログラムの
効果測定の実施が重視されてい
るが、本来の目的の実施前後の
変化について明瞭でない。

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

定量指標①：参加・体験型事業の参
加者数

・「プラザ・アートウィーク」の来場者
と各種ワークショップの参加者数：800人
以上

2023年度プラザ・アートウィーク来場者・
参加者数：約3,000人

A A

定量指標②：施設の事業に協力す
る、地域住民（ボランティア等）の
人数

・「瀬谷カルチャーパートナー」の参加
者数：40人以上

現在、PR大使・アーティストバンク・地域
芸術文化推進パートナーなど併せて34名と
そこから繋がる多くの方々の協力を得てい
る。

A B

定性指標①：区内文化団体の状況把
握

・区内の主な文化活動団体について、ア
ンケート調査、ヒアリングを実施し、活
動内容や活動における問題点などまと
め、ホームページにて公表する。

アンケート・ヒアリングにて実施した結果
をホームページにて公表した。
人材育成面に課題をもつ団体は少なかった
が、SNSやチラシ作成・広報・文章・アナウ
ンス・芸術への知識や技術の向上などにつ
いての問題や課題を抱えている団体・個人
の意見がみられた。このうち、チラシデザ
イン・アナウンス講座は施設事業として実
施した。

A A

【指定管理者が提案した指標】

【業務の基準で設定している指標】

アートウィークでは毎年多くの
来場をいただいている。また、
展覧会やコンサート、ワーク
ショップ、地域の魅力が伝わる
事業など、多彩な事業を実施す
ることにより、多くの方が参加
できる催し物となり、3,000人
を超える来場者につながった。
また、各事業などを通じて地域
の多くの方にかかわっていただ
き、参加者数のすそ野は大きく
広がっています。
状況把握については、属性の把
握にとどまらずニースの把握ま
でもおこない、今後の事業等に
活かしていくこととする。

指定管理者が業務の基準
で設定している指標を概
ね達成している。

プラザアートウィークは
「あじさいプラザPR大
使」と連携し多彩な企画
を行うことで目標水準を
大幅に超える来場者があ
り、評価できる。

瀬谷カルチャーパート
ナーは、区民のニーズに
合わせた運営が行えるよ
う、更なる参加者数の増
加に取り組んでほしい。

・ 協力する地域住民40人以上
は満たしていないが、34人は著
しく少ないわけでない。プラ
ザ・アートウィークの来場者数
は目標を大幅に超えているた
め、実質的な協力者は多いので
はないか。

・ 瀬谷カルチャーパートナー
の選定基準がはっきりしていな
い。
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目標項目 目標水準

【「プラザ・アートウィーク」の開
催】
ギャラリー・会議室：公募展やワー
クショップなどのアートイベントを
実施

・施設を一体的に活用した様々なアート
関連イベントを実施する。（参考：別紙
※２）

2022年度、2023年度ともに3月に実施した。
初年度は、コンサート2公演（ヴァイオリン
コンサート・ファミリーコンサート）。瀬
谷の地域で活動する団体による展示や販
売。ワークショップ（色鉛筆画・GREEN×
EXPO2027にちなんだ花の絵）、子供対象の
楽器作り。市民公募展。
2023年度は、花の色いろ展（児童の公募絵
画展）・いきイキ「生きもの」イラスト展
（図鑑などで挿絵を描いている地元ゆかり
のイラストレーターによる瀬谷の生き物を
中心とした作品展。地元のマルシェ・器作
り（陶芸）・ちぎり絵（GREEN×EXPO2027に
ちなんだ花をテーマに）・羊毛フェルト
アート・サインボード・墨絵・染物・手帳
講座・瀬谷の歴史と未来を語る講座・横浜
スカーフによる展示販売と染色ハンドプリ
ント体験・コンサート3公演などをおこなっ
た。

A A

【「プラザ・アートウィーク」の開
催】
エントランス：アーティストの紹介
映像放映や作品制作のデモンスト
レーションを実施

・アーティストの紹介映像の放映や作品
制作過程のデモンストレーションなど、
「アートの入口」をテーマにしたミニイ
ベントを実施する。

楽器の生演奏をおこなう演出やエントラン
ス（情報コーナー）では、横浜スカーフを
装飾して展示。地元の養蚕の歴史とともに
アートを感じていただく演出をおこなっ
た。
一般の利用者や4階のホールへ行く方の動線
への配慮も必要となるため、時間や日程を
区切っておこなっている。

A B

【「プラザ・アートウィーク」の開
催】
音楽多目的室：アートのテーマに
沿ったコンサートや親子で楽しめる
音楽会を開催

・プラザ・アートウィーク期間中の土日
祝日を中心に、アートのテーマに沿った
楽曲を取り上げたコンサートや、子ども
や親子を対象にした参加型音楽会を開催
する。
・絵画と音楽、アーティストと音楽を
テーマにしたレクチャーコンサートなど
も実施する。

2022年度には、親子で参加できるファミ
リーコンサート、楽器作りと作った楽器で
演奏し体験するレクチャー演奏ワーク
ショップ
2023年度には、0歳からのファミリーコン
サート（来場者参加型）を実施した。

A B

【音楽鑑賞事業】
「あじさいプレミアムクラシック」
の実施

・神奈川フィルハーモニー管弦楽団や横
浜・瀬谷に関係性のある演奏家を中心に
セレクトし、一流のクラシック演奏家に
よる上質なクラシック音楽を鑑賞できる
プログラムを実施する。

神奈川フィルハーモニー管弦楽団所属アー
ティストによる昼下がりの音楽会（共催事
業）を隔月に実施、また、海外で活躍する
ジャズアーティストの起用や地元出身・在
住・瀬谷で活動するアーティストの公演を
毎年おこなっている。

A A

「プラザ・アートウィー
ク」の開催については、
テーマに沿った公募展や
様々なテーマのワーク
ショップの実施、地域で
活動する団体による展示
や販売、親子を対象とし
たコンサートの開催など
を実施しているため、目
標を概ね達成している。

楽器の生演奏を行うな
ど、プラザ・アート
ウィークの興味をひく工
夫をしているが、生演奏
だと一部の時間となって
しまうため、映像の放映
など常に興味をひくよう
な空間の創出に取り組ん
でほしい。

親子で参加できるファミ
リーコンサートは２年連
続で開催しているが、レ
クチャーコンサートの実
施については、自己評価
と行政評価で考え方が異
なる。レクチャーコン
サートは、一般的に演奏
に加えてその曲や作曲家
についての解説が行われ
ることで、背景や聴きど
ころを理解し音楽を楽し
むことができるものであ
り、誰でも気軽に音楽へ
の理解を深めるきっかけ
としてのレクチャーコン
サートに取り組んでほし
い。

大和市や瀬谷区外で活動
している方の物販販売が
多く、瀬谷区内で活動し
ている作家や団体の作品
などの販売機会の拡大を
検討してほしい。

音楽鑑賞事業について
は、神奈川フィルハーモ
ニー管弦楽団所属の演奏
家や若手アーティストに
よる公演を多々実施して
おり、目標を概ね達成し
ている。

地域に関係あるアーティ
ストの起用が音楽公演回
数と比較すると現状では
少ないため、今後はより
積極的に地域に関係ある
アーティストを活用をし
た公演に取り組んでほし

・プラザ・アートウィークは、
あじさいプラザのメイン企画と
してこれからも発展していって
欲しい。

・「あじぷら亭」は高齢者も楽
しめる人気あるイベントとして
評価できる。

・今実施しているコンサートも
素晴らしいが、出演者の年代や
演目に偏りがあり、幅が狭いと
感じる。

・音楽事業、落語といった文化
事業は結構な頻度で開催されて
いるが、絵画や芸術分野での事
業が弱いと感じる。

◆　瀬谷区民文化センターに求められる役割において重視する事項:文化芸術の鑑賞機会の提供(使命３：提案書様式18)

【使命３を達成するための具体的な取組み】

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

切り口をかえた様々なコンテン
ツを用意することで、多くの参
加者と多くの方の興味を集める
ことができた。GREEN×
EXPO2027にちなんだテーマや子
供から大人まで、また音楽も
アートも、瀬谷の魅力も楽しめ
る行事を今後も発信することが
できました。本年度も新たなコ
ンテンツで企画をおこなってい
ます。

料金と内容など地域の方にあっ
たかたちに改良を加えながら、
上質な公演と親しみやすい公演
を開催してきました。また、多
くのジャンルに触れて楽しんで
いただけるようなアーティスト
の選定をおこなっています。
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【音楽鑑賞事業】
「あじさい音楽会」の実施

・若手アーティストや地域に関係のある
アーティストを積極的に起用し新たな才
能との出会いの場を提供する。
・午前中は未就学児も来場可能な親子向
け参加型プログラム、午後は成人向け鑑
賞型プログラムとするなど、様々な層が
公演を楽しめるよう配慮する。

MUSIC COLLECTION SERIESとして、年に5
回、各回午前と午後の2公演で実施。若手
アーティストを中心に起用し、様々な層の
方が楽しめるよう、様々なジャンルの音楽
をお届けしている。また、未就学児も来場
可能な親子向けコンサートはシリーズとは
別に毎年実施。

A B

た公演に取り組んでほし
い。

MUSIC COLLECTION
SERIESとして様々なジャ
ンルの音楽鑑賞事業は実
施しているが、この中で
参加型公演や、出入り自
由の公演など誰でも気軽
に楽しめるプログラムを
複数回提供してほしい。
そのためには実施を検討
している午前・午後で対
象者を分けて、様々な層
が楽しめるプログラムに
ついては、次年度以降ぜ
ひ実現させてほしい。
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【実演芸術の鑑賞事業】
ダンス・パフォーマンスの鑑賞事業

・ダンスや身体表現を含むパフォーマン
スを取り上げる「パフォーマンス・ライ
ブ」公演を実施する。

区民ニーズを考え、鑑賞としてではなく体
験としての事業にてダンスを取り入れた。
横浜赤レンガ倉庫との共同事業として、振
付師・ダンサーであるダンス講師による姿
勢教室の実施、バレエ講師による大人のた
めのバレエ教室をそれぞれ2022年、2023年
度に実施した。
鑑賞事業は、ステージのサイズなども鑑み
ながら今後も検討していく。

B C

【実演芸術の鑑賞事業】
伝統芸能の鑑賞事業

・落語や狂言を中心に本格的な日本の伝
統芸能に触れる機会を提供する。

「あじぷら亭」として、二ツ目の噺家2名に
よる落語会と真打ちによる独演会を毎年3会
開催。地域の方に、気軽に伝統芸能に触れ
ていいただく機会を創出している。2024年
度には、横浜能楽堂と共同企画し共催した
能にまつわる事業も実施予定。

A A

【実演芸術の鑑賞事業】
演劇の鑑賞事業

・俳優や声優の「朗読」や、「一人芝
居」などコンパクトな会場の特性を活か
した内容で鑑賞事業を実施する。

次年度以降で検討。 C C

【アウトリーチによる鑑賞事業の実
施】
区内の様々な場所でニーズに合った
アウトリーチを実施

・「横浜市芸術文化教育プラットフォー
ム」との連携による学校へのアウトリー
チを年３校以上実施する。
・学校・病院・高齢者施設など区内の
様々な場所でのアウトリーチ事業を実施
する。

「横浜市芸術文化教育プラットフォーム」
との連携による学校へのアウトリーチを3校
で実施。
アウトリーチは、輝きフェスティバルへの
参加。今後としては、地域の図書館や子供
向け施設などでの実施を提案中。

例年のプラットフォームに加
え、アーティストバンクが始動
したので、今後は積極的にアウ
トリーチ先に提案していきま
す。現在も、相談をいただいて
いる案件が進行しています。

A

アウトリーチによる鑑賞
事業については、「横浜
市芸術文化教育プラット
フォーム」との連携によ
る学校へのアウトリーチ
は実施しているが、区内
の様々な場所へのアウト
リーチについて実施でき
ていないため、目標水準
を一部達成できていな
い。

アウトリーチは、地域
ニーズの調査をし、「文
化芸術に親しむ心を育て
る」ことを目的とした内
容の事業を、区民文化セ
ンターの働きかけにより
区内の様々な場所で実施
することであり、今後は
施設主導で学校・病院・
高齢者施設などの様々な
場所でのアウトリーチに
取り組んでほしい。

B

落語会のあじぷら亭を中心とし
て、伝統芸術に触れていただく
催しを毎年開催しています。ダ
ンスや演劇は施設の特質上、ス
テージサイズや会場に見合った
形にあわせて今後も実施してい
く予定です。

実演芸術の鑑賞事業につ
いては、「あじぷら亭」
を定期開催し伝統芸能に
触れる機会を提供してい
るが、ダンス・パフォー
マンス及び演劇の鑑賞事
業について実施ができて
いないため、目標水準を
一部達成できていない。

提案書にはダンス・パ
フォーマンス鑑賞事業と
して「パフォーマンス・
ライブ」公演、演劇鑑賞
事業として、「朗読」
や、「一人芝居」の実施
をするとあるため、今後
実施をしてほしい。
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第１期横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者業務評価表

【「横浜芸術アクション事業」との
連携】
「横浜芸術アクション事業」と連携
した文化事業を毎年開催

・横浜市が全市的に開催する芸術フェス
ティバル事業において、開催内容に合わ
せた連携事業を計画・実施し、文化芸術
の輪を広げる。

2022年は横浜芸術アクション事業「横浜音
祭り」への参加で、親子向けコンサート
「おんがくのじかんatあじさいプラザ～0歳
からのコンサート（横浜音祭り2022）を実
施。
2023・2024年度は横浜芸術アクション事業
「横浜トリエンナーレ」への参加で、トリ
エンナーレにまつわる現代アートの講座・
講師による解説つきのトリエンナーレ見学
会「アートを学んで横浜トリエンナーレに
行こう！画家と辿る美術の歴史とトリエン
ナーレ」を実施。この企画は、瀬谷・鶴
見・栄の区民文化センター3館合同企画とし
て、トリエンナーレや各施設の内容の特色
を広域に広める役割も担った。
展覧会としては、ギャラリーを使用した企
画展「進化～有るものがどう成長し、どう
進んでいくのか～」琉璃ルリコ油絵展を開
催。また、瀬谷区主催「アートフェスタ瀬
谷」事業への共催をおこなった。

横浜市の芸術アクション事業へ
の参加は積極的に行っている。
芸術アクションの3事業以外に
も、横浜市芸術文化振興財団と
の連携事業で、ジャズプロやダ
ンスなどのワークショップなど
にも積極的に参加しています。

A

「横浜芸術アクション事
業」との連携について
は、令和４年～令和６年
度と連携事業を実施し、
目標水準を達成してい
る。

A
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指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

公演事業のチケット販売率（販売枚
数/発券枚数）

・80％以上
2023年度は、78％（古典芸能：46％・音
楽：90％・講演会：100％）

さまざまなジャンルの公演をお
こなうため、嗜好がわかれるこ
とや出演者の知名度楽曲楽器の
ポピュラー性などにも左右され
るため、達成状況はジャンルに
よって大きく差が出ます。

B

指定管理者が提案した指
標を概ね達成している。

B

・ 委員会の結論としてＢ評価
とすることに異論はないが、区
民文化センターは収益性を高め
るための施設ではないため、文
化ニーズに対してチケット販売
率の数値目標で判断するのはふ
さわしくない。

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

定量指標①：鑑賞型事業のメニュー
のジャンル数及び実施回数（細分化
されたジャンル（クラシック・ジャ
ズなど）を想定）

・ジャンル数：８以上
・実施回数：12回以上

2023年度の鑑賞型事業：9ジャンル・12回実
施。

A A

定量指標②：来場者（参加者）満足
度のアンケート集計（満足度につい
て５段階で評価）

・４以上の評価80％以上 2023年度の集計：４以上の評価90％以上 A A

定量指標③：学校でのアウトリーチ
数
「横浜市芸術文化教育プラット
フォーム」と当事業独自のアウト
リーチ合計数

・教育機関４校以上
・各種施設等２か所以上

2023年度の実施状況
教育機関：瀬谷さくら小学校・上瀬谷小学
校・三ツ境小学校の（実施を希望した学校
はこの3校のみであったため）3校で実施。
アウトリーチ：瀬谷マルシェにてコンサー
トを実施。

A C

定性指標①：参加者の声（インタ
ビュー調査）
「事業モニター」による直接的な聞
き取り調査を実施

・すべての有料事業について実施する。
2023年度は事業ごとに実施。SNS等で感想を
公表した。

A A

【指定管理者が提案した指標】

【業務の基準で設定している指標】

多くのジャンルで公演事業をお
こない、来場者からの満足度は
それぞれ高かった。今後も幅の
広いジャンルの公演を開催して
いく予定です。

指定管理者が業務の基準
で設定している指標につ
いては、鑑賞型事業の
ジャンル数・実施回数や
来場者アンケート評価は
目標を達成しているが、
アウトリーチ数が未達の
ため、一部目標水準を達
成できていない。

アウトリーチは、地域
ニーズの調査をし、「文
化芸術に親しむ心を育て
る」ことを目的とした内
容の事業を、区民文化セ
ンターの働きかけにより
区内の様々な場所で実施
することであり、今後は
施設主導で様々な場所で
アウトリーチを実施して
ほしい。

・ 学校でのアウトリーチにつ
いては先方の事情もあるのかも
しれないが、一部に偏ってい
る。区内には小学校が10校ある
ので、積極的に参加を呼び掛け
るなど、参加しやすい状況を作
るといいのではないか。
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目標項目 目標水準

【地域コーディネート・文化的コモ
ンズに関する具体的な取組み】
地域の文化団体との連携

・「瀬谷区文化協会」をはじめとした区
内で活発に文化活動を行う文化団体と連
携し、事業への協力及び公演のサポート
を行う。

開館時には、瀬谷区文化協会をはじめとして多く
の文化活動の団体に協力していただき、事業をお
こなった。また、定期的に施設を利用いただいて
いる。アーティストバンクやPR大使、地域芸術文
化推進パートナーなどで、地域で活躍する方の募
集を積極的におこない、希望があった方には、自
主事業に出演・出展いただいている。またその
アーティストを地域の施設やイベントに派遣する
紹介をおこなっている。

A B

【地域コーディネート・文化的コモ
ンズに関する具体的な取組み】
区内各施設との連携

・区内各施設との強固な関係性を構築
し、協働による地域課題の解決に取組
む。
・区内施設と各種アウトリーチの実施を
はじめ常に情報交換を行い緊密に連携を
図ることで、各施設の文化芸術活動のポ
テンシャルを最大限発揮させる。

施設の周知→地域ニーズの把握→連携・提供でき
るサービス（事業）の整備→事業提案・関係構築
→実施開催
新設の施設になるため、上記のように段階的に計
画している。本年度は地域のニーズに合わせた事
業の整備とその提案をおこなっている。

A C

【地域コーディネート・文化的コモ
ンズに関する具体的な取組み】
自治会町内会との連携

・自治会町内会との連携を重視した取組
みを行う中で、「地域が区民文化セン
ターに求めること」を直接ヒアリングす
る。
・開館準備期間から館長や地域コーディ
ネーターを中心に自治会町内会と「お互
い顔が分かる関係性」を築き、「地域と
ともにつくる・育てる区民文化セン
ター」を目指すため、施設のあるべき姿
や施設運営に対する地域ニーズを汲み取
るためのワークショップなどを行う。
・施設開館後も自治会町内会の定例会へ
のオブザーバー参加や会合・集会への参
加など、様々な場面で意見を交換できる
体制をつくり、積極的なコミュニケー
ションを図る。

開館前～開館時はコロナ禍であったため、訪問や
ワークショップの実施を控えなければならなかっ
た。代わりに施設を開放し事前説明会を実施し、
個別に対応をおこなった。
開館後は、地域コーディネーターが自治会の定例
会や近隣の商店街などへ毎月訪問し、地域の課題
やニーズを探るアンケート実施したり、聞き取り
をおこなっている。また、地域の方に情報を提供
してもらいながら、地元の商店や史跡などを紹介
した冊子を作成。定期的に主催コンサートへの招
待をおこなっている。地元の魅力を再発見いただ
くとともに、施設の活動への理解を深めていただ
く取り組みをおこなっている。

A B

【地域コーディネート・文化的コモ
ンズに関する具体的な取組み】
文化芸術をはじめとする幅広い団
体・コミュニティとの連携

・瀬谷区内にある様々な団体と、文化芸
術をテーマとしながら、枠にとらわれな
いさまざまなコミュニティとの連携を行
い、ネットワーク構築に努め、双方にメ
リットある連携の形づくりを行う。

PR大使、地域芸術文化推進パートナーを募集し、
枠にとらわれない幅広いジャンルの団体に協力を
いただいている。また、そこから更に多くの繋が
りができて、ネットワークが構築されていってい
る。

A C

【地域コーディネート・文化的コモ
ンズに関する具体的な取組み】
商店会との連携

・施設近隣の商店街と連携し、店舗マッ
プを作成する。

地域の方に情報を提供してもらいながら、地元の
商店や史跡などを紹介した冊子を作成。「瀬谷ま
ちあるきマップ」現在も無料で配布している。

A A

・ 地域ネットワークの形成に
は、どうしても時間がかかるも
のである。瀬谷区は発展がさら
に期待できる場所であるため、
これからに期待したい。

・ 三ツ境駅周辺に住んでいる
人からすると遠く感じる。立地
から、瀬谷駅近くを中心に活動
を広めているが、瀬谷区は南北
に広い区である、全区域との連
携や働きかけは大変ではある
が、積極的に行ってほしい。

・ 毎月の催し・行事等の予定
やコンサートがあるときはポス
ター掲示を連合に依頼するな
ど、各自治会への宣伝をもっと
してほしい。

・ 区内各施設、区内文化団体
との協力関係が構築できている
とは言えない。引き続き区民文
化センターのＰＲを継続してほ
しい。

・ 文化芸術の目で地域全体を
見渡せる人が必要。コーディ
ネーター人材が必要である。

・ 地域連携のための活動はし
ているが、要望の聞き取りやサ
ポートに若干の弱さを感じる。

◆　瀬谷区民文化センターに求められる役割において重視する事項:地域ネットワーク形成への寄与(使命４：提案書様式19)

【使命４を達成するための具体的な取組み】

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

開館当初はコロナ禍で、人を集
めることもままならなかった
が、地域コーディネーターが自
治会へまわって説明をおこなっ
たり、PR大使、地域芸術文化推
進パートナーなど、他の区民文
化センターではおこなっていな
い役割をつくりだすことで、区
民参加型の文化活動の広がりを
創出した。

地域コーディネート・文
化的コモンズに関する取
組みについては、区内各
施設、自治会町内会、文
化芸術をはじめとする幅
広い団体・コミュニティ
などとの連携事業におい
て、目標水準を一部達成
できていない。

アーティストバンクやPR
大使、地域芸術文化推進
パートナーなどの個人へ
のサポートだけでなく、
区内文化団体が実施する
事業・公演等へのさらな
るサポートに取り組んで
ほしい。

区内施設との連携は、会
場提供だけにとどまら
ず、施設との関係性を構
築し、協働による地域課
題の解決も実施してほし
い。

自治会町内会との連携
は、区民文化センターが
ある地域の定例会だけで
なく、より広範囲の地域
の定例会に参加し、自治
会町内会との連携をして
ほしい。また、定例会で
は、区民文化センターで
実施する事業の広報だけ
でなく、地域課題やニー
ズの聞き取りなど相互の
コミュニケーションにも
取り組んでほしい。

提案書に記載がある団体
等（瀬谷区音楽協会、瀬
谷区商店街連合会、瀬谷
スポーツセンター、瀬谷
図書館）との連携を強化
し、団体等同士のネット
ワーク構築を実施してほ
しい。
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指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

連携した地域の団体・コミュニティ
の当事業体の連携実施体制について
満足度調査（５段階）を実施

・評価４以上80％ 4以上の評価：86％（アンケートによる調査）

地域の方も参加して一緒につく
り上げているという実感が評価
につながり、高い満足度をいた
だきました。

A

指定管理者が提案した指
標を達成している。

A

・連携した地域団体・コミュニ
ティから満足度が高いことは評
価できるが、まだ連携をとって
いない団体等へどう働きかけて
いくかが今後の課題である。

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

定量指標①：地域の施設・団体と連
携して実施した事業数

・イベント事業、広報連携事業などすべ
ての連携事業の総数：８事業以上

これまでに、約20事業を実施した。区民イベント
の広報支援・公演チケットの販売促進・プラザ・
アートウィークでのワークショップ・コンサート
での共同企画など。

A A

定性指標①：専門職員（地域コー
ディネーター）の配置方針と育成方
針

・地域コーディネーター育成研修への参
加数：
開館準備期間以降の研修会参加数延べ５
回以上

2023年度は5回参加。 A A

指定管理者が業務の基準
で設定している指標を達
成している。

プラザ・アートウィーク
では瀬谷区を中心に活動
している団体とワーク
ショップなど実施してい
るが、施設間で連携した
事業が少ないため、今
後、増加に向けて取り組
んでほしい。

【指定管理者が提案した指標】

【業務の基準で設定している指標】

・目標水準は達成しているが、
区内各施設との連携プログラム
は是非行ってもらいたいたい。

特に、プラザ・アートウィーク
では多くの地域の団体や施設、
文化活動に携わる方々に協力を
いただいています。
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目標項目 目標水準

【多数と少数が直接対話する機会を
つくる取組み】
「対話」をキーワードに互いを理解
する機会を提供

・「プラザ・アートウィーク」における
「共同アート制作（アート制作プログラ
ム、パフォーマンス制作プログラム）」
を実施する。（参考：別紙※３）

2022年度プラザ・アートウィークにて実
施。あじさいのアートをみんなで参加して
制作。
2024年度は、企画絵画展の中で、メッセー
ジや色をつかって一つの作品を仕上げてい
く参加型アートを展示した。

年齢や性別やさまざまなものの
区切りをなくして、どなたでも
参加できるイベントとして、
アートの共同制作をおこない、
人と人との繋がりや対話を創出
しました。

A

多数と少数が直接対話す
る機会をつくる取組みに
ついては、目標水準を概
ね達成している。

プラザ・アートウィーク
や自主事業で共同のアー
ト制作は実施している
が、参加者同士の「対
話」に繋がるイベントを
検討してほしい。また、
パフォーマンス制作プロ
グラムの実施も検討して
ほしい。

B

【展示・上演の工夫】
オンラインを活用した活動報告・配
信の促進とノウハウの提供

・オンラインを活用した活動報告・配信
を積極的に実施する。
・オンラインでの活動発信の場やノウハ
ウを区民に積極的に提供する。

事業毎にInstagram・X・LINEなどのSNSオン
ラインを活用した広報と活動報告を実施。
配信事業はYouTubeを使用して2022年度に実
施した。
また、日々作品ができていく様子、できあ
がるまでの過程をSNSで公開し、できた作品
を展示するなどの試みもおこなった。

SNSは効果的に活用し、広報や
芸術活動の発信に使用していま
す。アーティスト本人からの発
信と繋がることで、日ごろ施設
に訪れない方とも繋がって参加
者のすそ野を広げる役割も担っ
ています。

A

展示・上演の工夫につい
ては、SNSを活用した活
動報告を実施しており、
目標を概ね達成してい
る。

区民に対してオンライン
での活動発信の場やノウ
ハウを提供する機会を検
討してほしい。

B

【外国籍をもつ人や障がいがある方
への配慮】
ひらがなパンフレット・ひらがなプ
ログラムの提供

・すべてひらがな（もしくはふりがな付
き）で書かれた施設利用案内や自主事業
公演プログラムを作成し、要望があった
際に提供する。

親子むけコンサートでひらがなプログラム
を実施。受付にて、英語・ひらがなに対応
したアクションボードを設置している。外
国語のプログラムについては、現在のとこ
ろニーズが見られないため実施していない
が、今後の来場者の状況をみて検討してい
く。

A C

【外国籍をもつ人や障がいがある方
への配慮】
施設のハード面に関する取組み

・ハード面でのバリアフリーに関する行
政との連携・提案・助言の基礎となる知
識や指摘ポイントの考え方は休館日を中
心に実施する「文化施設マネジメント研
修」や「介助・介護研修」などの中で
テーマとして取り上げる。

新しい施設なので、比較的対応された設備
となっているが、引き続き実際の利用者の
声や利用状況とともに、設備点検専門家の
研修の中で助言をもらっていく。

A A

【その他具体的な取組み】
企業と若い世代をつなぐコンサート
招待プログラム「あしながふれあい
プロジェクト」の実施

・経済的理由によりコンサートなどに行
くことができない若い世代に対して、地
元企業からの寄付としてチケットをプレ
ゼントする「あしながふれあいプロジェ
クト」を実施する。
・対象公演終了後、参加者から協力企業
へ「ありがとうの手紙」を送り、双方の
コミュニケーションを図る。

区内における企業が少ないこともあり、地
域の商店街や自治会へコンサートの招待を
おこなう、また、地域の野球少年少女と子
どもたちを対象とした、プロ野球選手の講
演会への無料招待などをおこなった。

A C

◆　瀬谷区民文化センターに求められる役割において重視する事項:様々な区民の社会参加機会の創出(使命５：提案書様式20)

【使命５を達成するための具体的な取組み】

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

その他具体的な取組みに
ついては、StudyCafé
（ギャラリーの無料開
放）は複数回利用する方
はいるなど取組みとして
定着し始めているが、あ
しながふれあいプロジェ
クトが未実施であり、目
標水準を一部達成できて
いない。

・ ホームページは、見やすく
外国語表記も設定されている。

・ 開催している事業の開催意
図や、参加しているアーティス
トの案内などを、外国語表記す
ると、外国籍の方にも興味をひ
くのではないか。

・ 自己評価では外国語のプロ
グラムにつき需要がないとのこ
とだが、施設そのものが外国籍
の方に認識されていないだけの
可能性がある。利用対象者を広
げる意味でも将来的にアクショ
ンボードだけでなく、ひらがな
プログラムも準備した方がいい
と感じた。

外国籍をもつ人や障がい
がある方への配慮につい
ては、バリアフリーを
テーマにした研修を実施
しているが、外国籍をも
つ人へ向けたひらがなプ
ログラムや施設利用案内
の作成をしていないた
め、目標水準を一部達成
できていない。

ニーズをくみ取りながら、ブ
ラッシュアップを進めていま
す。

「あしながふれあいプロジェク
ト」は地域に合わせて形を変え
て、施設から直接募集をかけて
子どもたちや、地域の方をコン
サートや講演会に無料招待する
ようしにしています。
StudyCaféは、顧客が定着し開
催時には定期的に利用いただく
ようになりました。
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第１期横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者業務評価表

【その他具体的な取組み】
会議室の無料開放による若年層の居
場所づくり

・利用のない時間帯は自由に学習利用で
きるよう無料開放を自主事業として計画
する。

StudyCaféとして、定期的に実施。（会議室
は稼働率が高いためギャラリーにて実施し
ている。）

A A
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第１期横浜市瀬谷区民文化センター指定管理者業務評価表

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

プラザ・アートウィークの参加者に
よる参加型評価を実施

・実施した参加型評価を、業務報告とし
てまとめる。

セオリー評価：一致している100％
マネジメント評価：適切83％
アウトカム評価：地域貢献できてよかった
など。
この結果については年度業務報告としてま
とめている。

参加者からは高評価をいただい
ています。引き続き満足度の高
い催しを開催していきたいと思
います。 A

指定管理者が提案した指
標については、令和５年
度事業報告書にて報告さ
れており、目標を達成し
ている。

A

・ 目標水準は達成している
が、プラザ・アートウィークを
知らない人への発信力を高めて
いってほしい。

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

定量指標①：子どもや高齢者、障が
い者、外国人などをターゲットにし
た事業数

・「プラザ・アートウィーク」、「あじ
さい音楽会」、各種アウトリーチなどの
総数：10事業以上

31事業（それぞれの事業において、何れか
の方を対象としておこなっている）

A B

定性指標①：地域コーディネーター
担当による地域との連携状況のレ
ポート

・地域との連携状況についてレポートを
作成し、ホームページ上に公開する。

2023年度の報告を施設ホームページにて公
開。

A A

指定管理者が業務の基準
で設定している指標につ
いては、地域コーディ
ネーターの活動報告とし
て、レポートをホーム
ページに掲載しており、
目標水準を概ね達成して
いる。

子どもをターゲットとし
た事業は実施している
が、その他対象者を絞っ
た事業が少ないため、実
施の検討をしてほしい。

・ 事業数は評価できるが、
ターゲットを絞った事業は実施
できていない。

【指定管理者が提案した指標】

【業務の基準で設定している指標】

全ての公演において、高齢者や
障がい者、外国人、子どもの何
れかを対象としておこなってい
ます。
レポートは年度末に、公開して
います。
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目標項目 目標水準

【保守管理業務における具体的な取
組み】
建築物・設備の保守管理の実施

・多角的な視点から巡回点検を実施す
る。（参考：別紙※４）
・年間計画表に基づき、点検等の未実施
を０とする。
・ライブゲート瀬谷管理組合と連携を図
り、建物全体で行われる点検等の報告内
容を把握し不具合について迅速に対処す
る。
・修繕管理表を用いた計画的な予防保全
を行う。
・音楽多目的室や各室の設備について
は、「常駐スタッフによる日常点検」と
「専門業者による定期保守点検」を確実
に実施する。

全て実施している。

実施の結果、問題なく運営でき
ています。

A

保守管理業務における具
体的な取組みについて
は、令和４・５年度事業
報告書の「施設維持管理
業務　年度業務計画・実
績表」にて巡回点検等の
実施を確認。過不足なく
実施しており、目標を達
成している。

A

【環境維持管理業務における具体的
な取組み】
快適で清潔な施設衛生環境づくり

・空気環境測定の結果に基づき、換気等
を行うことで空気環境を保つ。
・予防保全の観点から害虫防除・駆除を
行い、衛生環境を保つ。
・日常清掃では「汚れを取り除き美観を
向上する」清掃だけではなく、「消毒拭
きによる感染症を予防する」清掃を行
う。

全て実施している。

実施の結果、問題なく運営でき
ています。

A

環境維持管理業務におけ
る具体的な取組みについ
ては、定期的な空気環境
測定やねずみ衛生害虫駆
除を実施しており、目標
を達成している。

A

【災害時や防犯に関する具体的な取
組み】
文化施設の利用特性を反映した防災
計画及び非常時対応の策定

・専用部の防災計画書を作成する。
・「非常時対応マニュアル」を作成し、
マニュアルに沿った訓練を定期的に実施
する。
・開館時間中は、すべてのスタッフが連
携し施設内の異変がないかを確認する。

非常時対応マニュアルを作成している。
施設点検日には、避難経路の確認や緊急時
の対応のシミュレーション研修などをおこ
なって有事に備えている。

作成しているマニュアルは運営
状況や利用傾向にあわせてブ
ラッシュアップしています。
また、定期的に避難訓練やシ
ミュレーション研修をおこなう
ことで、危機管理の意識向上に
努めています。

A

災害時や防犯に関する具
体的な取組みについて
は、救急救命・AED研修
や防災・避難訓練・安全
衛生・危機管理研修の実
施、毎日施設職員による
巡回を実施しており、目
標を達成している。 A

【施設の不具合など緊急時に対する
具体的な取組み】
緊急センターによる設備不具合など
の監視体制の構築

・施設不具合やトラブルが発生した場合
は、館長及び維持管理責任者に情報を集
中させ、対応する体制を構築する。

修繕管理表を作成し、事業体内で最新情報
を共有し管理している。

共有した管理表に基づき、修繕
管理し、施設を安全・快適に
保っています。

A

施設の不具合など緊急時
に対する具体的な取組み
については、「修繕管理
表」を作成することで情
報を集約し対応してい
る。また、トラブル発生
時も、館長及び維持管理
責任者の連絡先を共有
し、対応する体制を構築
できるようになってお
り、目標を達成してい
る。

A

◆　瀬谷区民文化センターに求められる役割において重視する事項:安全かつ効率的・効果的な施設運営の実現(使命６：提案書様式21)

【使命６を達成するための具体的な取組み】

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

・これまで大きな事故なく運営
できているのは評価できる。た
だし、避難経路やギャラリー奥
の非常扉の扱いなど、利用者の
安全に関わる内容が十分に周知
されていないと感じるため、利
用の手引きに記載するなど、一
部改善が必要ではないか。
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指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

施設管理瑕疵による運営の中止日数 ・0日 0日 A A

施設状況に関する５段階評価アン
ケートの実施

・評価４以上90％以上 4以上の評価：100％ A A

指標 目標水準 達成状況
自己評価

（コメント）
自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

定量指標①：施設の管理瑕疵に起因
する事故件数

・０件 0件 A A

定量指標②：法定点検等の実施 ・100% 100% A A

定性指標①：施設の使いやすさ快適
さについてのヒアリング（アンケー
ト調査、インタビュー調査）

・ヒアリングによる指摘箇所を確認し、
重点チェック対象とする。

調査実施済み。 A A

【指定管理者が提案した指標】

【業務の基準で設定している指標】

指定管理者が提案した指
標を達成している。

指定管理者が業務の基準
で設定している指標を達
成している。

・施設状況に関する５段階評価
において、４以上の評価100％
とれているのは素晴らしい。

・事故０件、法定点検100％は
これからも継続してほしい。

問題なく運営できています。

問題なく運営できています。
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目標項目 目標水準

【利用料金の割引制度】
音楽多目的室での本番利用を前提と
した「リハーサル割引」の適用

・音楽多目的室での本番利用の利用申請
が終了していることを条件に、本番日ま
での練習やリハーサルのために音楽多目
的室を利用する場合、割引を行う。

リハーサル割引（通常料金を30％割引）を実施してい
る。

A A

【利用料金の割引制度】
利用２７日前以降の練習利用を割引
する「直近利用割引」の適用

・音楽多目的室を利用する27日前以降に
練習目的で利用する場合、割引を行う。

「遅得」として当該期間（夜間枠を除く）の利用料金
を30％割を実施している。

A A

【その他の利用者サービスに関する
取組み】
定期利用が多い会議室・練習室を対
象とした「定期利用ポイントカー
ド」を導入

・施設利用時にスタンプを押印し、一定
数たまると施設利用料金や附帯設備の利
用料金が無料になるなど、利用者ニーズ
を踏まえた特典を設定し、利用者サービ
スと施設利用率向上を図る。

新予約システムの導入やキャッシュレス導入などが落
ち着いてからの検討となる。現在は、特に質問や不明
点の多くみられる横浜市の新しい予約システムの説明
や個別対応などに時間を割き、不自由なく施設を利用
できるようになることに注力している。
スタンプサービスなどはそれらが落ち着いた時期に利
用者のニーズに合わせたかたちで行う予定。

まずは、日常的な利用を滞りな
くおこなっていただくためのサ
ポートに従事しています。ポイ
ントサービスについてもニーズ
に合わせて検討していきます。 B

その他の利用者サービス
に関する取組みについて
は、「定期利用ポイント
カード」は未導入であ
り、目標水準を達成でき
ていない。

C

多くの方に割引サービスを適用
して利用していただいていま
す。

◆　利用料金、収支計画及び収支バランス（様式22～24）

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価

【利用料金】（様式22-B）

・ 利用料金収入は開館以降予
算未達の状態が続いており、収
入を増やすためにも利用促進に
期待できる「定期利用ポイント
カード」の導入に努めていただ
きたい。現在の予約システムで
のポイント導入が難しいのであ
れば、利用が一定回数を超えた
ら割引をするなど、施設側の工
夫で実施することはできない
か。

・ 目標に掲げている「定期利
用ポイントカード」の導入が実
現できていないが、魅力がある
サービスなのでぜひ導入してほ
しい。

利用料金の割引制度につ
いては、リハーサル割引
等実施しており、目標水
準を達成している。

より多くの方に利用して
もらうために、割引制度
について、ホームページ
等での周知を検討してほ
しい。
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目標項目 目標水準

【指定管理料以外に期待される収入
構造】
利用料金収入増加の取組み

・利用料金割引制度の導入により、特に
予約抽選後の空き施設利用を促進し、施
設利用料金を確保する。
・利用者ニーズに合わせた備品の充実を
図り、利用率向上と附帯設備利用料金を
確保する。
・地域コーディネーターを中心とした
様々な団体との連携の中で潜在的な顧客
ニーズを把握し、ピンポイントで効率
的・効果的な広報宣伝を行い、施設利用
を促す。
・他施設との連携により施設利用者の誘
致活動を推進する。

利用料金割引制度の導入。
ニーズをみながら必要な備品を揃えて購入している。
自治会などで地域コーディネーターの宣伝をおこなっ
て、施設利用を広報してきた。

A B

【指定管理料以外に期待される収入
構造】
自主事業収入増加の取組み

・「ここでしか聴けない・観られない」
鑑賞事業や、地域のアーティスト登用な
どの効果により、自主事業収入を確保す
る。
・「ピアノ練習のためのホール時間貸し
事業」について、音楽多目的室の利用が
ない日を中心に積極的に実施する。
・公会堂との連携による「出張公演」を
企画し、音楽多目的室のキャパシティに
依存しない自主事業計画を行う。

地域のアーティストの起用、横浜市内球団の現役プロ
野球選手に来館いただきトークショーをおこなうな
ど、施設の宣伝広報を兼ねながら売り上げの見込みの
とれる公演をおこなう。（「ここでしかきけない・み
られない」は、区民文化センター主催（スポンサーな
し）で横浜DeNAベイスターズとの連携事業をおこなっ
たのは、あじさいプラザが初であり、まさにここでし
か体験できないイベントとして実施した。）
音楽多目的室の利用がない日を中心に積極的に実施す
る「ピアノを弾こう」事業は、ゆくゆくは音楽多目的
室の利用へと繋がるステップとしてもおこなってい
る。
公会堂連携事業は、次年度以降とする。

A B

【指定管理料以外に期待される収入
構造】
その他収入増加の取組み

・当施設や公会堂での有料公演を中心に
チケット販売代行サービスを実施する。
・文化芸術活動に対する様々な補助金・
助成金の申請を積極的に行う。

公演チケットの委託販売をおこなっている（当施設お
よび施設外のものも扱う）
2022年度に、横浜音祭り補助金、地域の文化芸術活性
化支援事業補助金を獲得。2024年度にもコンサート事
業における補助金を申請中。

A A

自己評価
（コメント）

自主事業はいろいろな方のニー
ズに合わせた幅広いコンテン
ツ、広報も兼ねた目玉になるよ
うな事業や気軽に参加できる催
しなどを開催し、集客につなげ
ています。
チケット委託やポスター印刷、
自動販売機での飲料販売なども
設置場所を変えるなどの工夫を
しながら収入を増加につなげて
います。
補助金を効果的に使うことによ
り、上質なコンサートを安価で
提供することに繋げています。

【収支計画】（様式23）

目標 評価委員会
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

外部
評価

具体的な実施状況・実績

・ 利用料金収入は予算未達だ
が、未達金額は徐々に小さく
なってきている。今後も備品の
備え付けなど利用しやすい環境
を維持するとともに、瀬谷公会
堂との連携を含め、独自のイベ
ント開催などに一層注力してほ
しい。

・ 現状では経費を効果的に使
用できていると思われるが、備
品は利用者のニーズに合わせて
少しずつでも充実させてほし
い。

指定管理料以外に期待さ
れる収入構造について
は、音楽多目的室の時間
貸し事業（「ピアノを弾
こう」）の実施や、補助
金の獲得をするなど、目
標を概ね達成している。

他施設と連携した誘致活
動はチラシ配架だけでな
く、積極的に取り組んで
ほしい。

あじさいプラザだからこ
そという事業について
は、来年度以降も積極的
に取り組んでほしい。

瀬谷公会堂との連携によ
り、音楽多目的室の規模
にとらわれない事業を取
り組んでほしい。
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【経費縮減による経済的効率の良い
運営】
事務費縮減の取組み

・消耗品の購入に際しては市内中小企業
への発注を優先し、必要最低限の経費執
行となるよう、消耗品の使用状況や所有
量を常に把握する。
・共同事業体各社が運営している各施設
との共同購入など積極的に検討し、事務
費削減に取組む。
・舞台関連備品購入の際は、代表団体の
豊富な舞台備品販売実績を活かし、最安
値での購入を心がける。

消耗品は必要範囲内でおさえるように購入時に責任者
によって管理をおこなっている。
個数を多く購入する場合や高価な舞台関係のなどは、
仕入れルートがなるべく価格を抑えられるところにな
るように事業体の知識や連携を活かした情報で取引先
を選定している。

A A

【経費縮減による経済的効率の良い
運営】
事業費縮減の取組み

・当該事業体のスケールメリットを活用
し、アーティストの契約交渉を他施設と
一括して行うなど、出演料や委託料の抑
制に努める。
・当事業体が管理運営する同類施設との
広報連携により効果的・効率的な事業広
報を行い、事業広報費を抑制する。

広報連携事業やチラシ作成において、スケールメリッ
トをいかし、効率化をはかる取り組みをおこなってい
る。

A A

【経費縮減による経済的効率の良い
運営】
管理費縮減の取組み

・構成団体の維持管理実績に基づく省エ
ネ活動により、光熱費の縮減を図る。
・予防保全の徹底と自前修繕の実施によ
り、修繕費の縮減を図る。

水光熱費の省エネは、利用者の健康や利便性に配慮の
上、可能な範囲で実施。修繕についても、点検を徹底
して予防保全につとめている。

A A

【その他の事業による効率的運営】
アウトソーシングを有効活用し人的
リソースを重要課題に振り分け

・必要に応じて業務をアウトソーシング
し、限られた人的リソースを指定管理業
務の中心となる地域連携や文化振興業務
等に集中させる。

施設規模にみあった範囲でアウトソーシングを効率よ
く取り入れている（チラシの印刷・レセプショ二スト
などが不足したときのヘルプスタッフなど）

A B

【その他の事業による効率的運営】
業務の見直しによる効率的運営

・「PDCA」の仕組みに基づいたマネジメ
ントサイクルを継続的に繰り返し、サー
ビスの質の向上と業務の効率化を目指
す。

PDCAはつねに取り入れておこなっている。特に施設利
用に関する分野や自主事業については、計画→分析→
改善案を行うことにより、サービスの向上につとめて
いる。

A A

物価高騰の中でも、各方面で支
出を抑えることにより、収支を
プラスとすることができまし
た。

計画→統計→分析を運営や事業
などの各所に取り入れることに
より、作業の効率化、支出をお
さえること、ニーズに寄り添
う、サービスの向上につなげて
います。

経費縮減による経済的効
率の良い運営について
は、消耗品の使用状況の
管理している点、広報連
携により事業効率化して
いる点など、目標水準を
達成している。

その他の事業による効率
的運営については、利用
者アンケートをチェック
機能と捉え、リクエスト
による公演の実施や譜面
台等備品の購入などサー
ビスの質の向上を図って
おり、目標水準を概ね達
成している。

チラシ印刷やヘルプス
タッフの活用し業務のア
ウトソーシングをしてい
るが、その分の人的リ
ソースを地域連携活動に
より集中させることを検
討してほしい。
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目標項目 目標水準

・ 総額の収支バランスは取れてい
るが、予算と実績の乖離が大きく、
適切に予算策定がされているか疑
問がある。水道光熱費が２期連続
で予算を大幅に下回っている点、
備品購入費が２期連続で全額残っ
ている一方で消耗品費が不足して
いる点、修繕費が消化されていな
い点など、予算との乖離が目立つ
項目が多いため、１年を通してどの
ような運営を行うのか、明確に予算
に反映する必要があるのではない
か。

物価の高騰などもみこして、バ
ランスよく予算をふりわけるこ
とができました。また、予想よ
りも多くなってしまった支出
（物価高騰が影響のもの）につ
いては、収入やその他の支出を
抑えることで、バランスをとっ
て対応することができました。

A

提案当初に比べ、水光熱費を含む物価の高騰や、共益
費消費税の入れ込みなどが新たに発生したが、節電や
備品の購入・修繕費などの支出を大きく抑えることや
自主事業をバランスよくおこなうことなどで、2023年
度における累計の収支は4,600,000円ほどのプラスと
なている。

目標
具体的な実施状況・実績

A

収支バランス（様式24）

収支のバランスがとれているバランスのとれた収支

収支バランスについて
は、令和４年、５年と電
気等の物価高騰の影響が
あったが、光熱水費も予
算範囲内であり、節電に
も取り組んでいる。また
令和５年度には、自主事
業収入も予算額を超える
収入があり、目標を達成
している。

備品購入費の利用が少な
いが、利用者の意見と取
り入れながら、必要な範
囲で購入するようにして
ほしい。

まだ開館３年目の施設で
あるため修繕費の利用が
ないが、今後も削減する
ことがないようにしてほ
しい。

自己
評価

行政評価
（コメント）

自己評価
（コメント）

外部
評価

行政
評価

評価委員会
（コメント）
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目標項目 目標水準

指定管理第１期で、瀬谷
区の特性を把握すること
から始まり、区民文化セ
ンターの使命を達成する
ために事業内容を検討し
実施してきたことは評価
できる。一方で、新型コ
ロナウイルスが５類に移
行した令和５年度以降
は、様々な行動が緩和さ
れ、積極的に地域に働き
かけることも可能になっ
たので、施設から文化芸
術に触れるきっかけとな
るような具体的な提案に
よる地域連携など地域
コーディネートの役割を
主導的に担うことを期待
する。

【使命２】
使命２については、目標
水準を達成できていな
い。

公共施設や教育機関、介
護施設、商店街等への
アーティスト派遣につい
て、現在はアーティスト
バンクの存在の周知がメ
インとなっているため、
今後は地域コミュニティ
と連携した事業が活発に
行われることを期待す
る。一方で、当初提案に
はなかったが、「プラ
ザ・アーティストバン
ク」には該当しない地域
で文化活動に携わってい
る方を地域芸術文化推進
パートナーとして選出
し、あじさいプラザでも
活動を行っている点は評
価できる。

【使命１】
使命１については、目標
水準を概ね達成してい
る。

施設利用者同士のコラボ
レーションや合同でのイ
ベントの実現のために、
コミュニケーションボー
ドの設置の検討など利用
者同士の交流促進に取り
組んでほしい。

外出を躊躇する世の中であった
コロナ禍での開館となった施設
ですが、開館からこれまで大き
な事故なく安全安心の中、多く
の区民の方にご利用いただける
施設へと発展することができま
した。開館時と比べて、稼働率
が大きく向上し、来場者数も安
定して多くの方に来館いただい
ています。当初苦戦したギャラ
リーの稼働も向上し、アーティ
スト、利用者、ボランティア、
地域の方と関わっていただく方
も様々に多くひろがっていま

す。自主事業も多くの種類と本
数を実施してきており、参加者
の多くからは満足との声をいた
だいています。毎年少しずつ向
上してきている左記の数字は、
芸術・文化と地域を繋ぐという
施設の思い・取り組みと、芸

術・文化を地域で発展・発信さ
せたいという区民の思いが重な
り、同じ方向に向かっている証
と捉えています。今後も、区民
の皆さまに喜んでいただけるよ
うな施設となるように、細かな
意見やニーズの変化を捉えなが

ら運用していく予定です。

・ 瀬谷区民文化センターはこ
れから50年以上歴史を積み重ね
ていく施設。今後大きな変化を
とげる瀬谷区とともに時間をか
けて良い施設になってもらいた
い。

・コロナで大変な時期のスター
トだったが、そこを乗り越えて
施設の運営をしていることに感
謝する。ただし、他の区民利用
施設と比べるとイベント等を主
催する利用者に対する配慮が足
りない。もっと利用者目線に立
つことや区民性を理解した上で
窓口対応をすることで、幼い子
供から青年、成人、老人と全て
の区民が楽しく集える施設へと
発展していってほしい。

・先日横浜DeNAベイスターズの
選手のトークショーが瀬谷区民
文化センターで開催されたこと
を知らなかった。多くの横浜市
民が興味を引きそうなイベント
であっても区民文化センターか
ら離れていると情報が入ってこ
ないのが実情。やはり施設自体
の発信力を高め、連合自治会と
の連携を強化して、瀬谷区民文
化センターをもっとアピールし
てほしい。

・ 瀬谷区民文化センターは、
通常ギャラリーの天井に設置す
るピクチャーレールがギャラ
リーの中間あたりの壁にも組み
込んであるため高齢者などに
とっても絵画などを設置しやす
いギャラリーとなっており、市
内の他の区民文化センターと比
べても使い勝手が良い施設であ
る。一方で、区民文化センター
を知らない人にどうやってその
存在を知ってもらうかが大きな
課題だと感じている。瀬谷区内
に区民文化センターがあること
自体を知らない方も結構多くい
るので、施設自体の発信力を高
めて、さらなる周知に務めるこ
とが必要だと思う。私たちの区
民文化センターであるという認
識を高めて区民に愛される施設
を目指してほしい。まだまだ面
白い施設の使い方やこれからの
展開が期待できそうな企画を期
待している。

・ 瀬谷区民文化センターが

2022年度
■利用者実績：87,881名
■稼働率
音楽多目的室：87％
ギャラリー平均：42％
練習室平均：87％
会議室平均：79％
全室場平均：72％
■事業実施本数：43事業

2023年度
■利用者実績：99,819名
■稼働率
音楽多目的室：91％
ギャラリー平均：39％
練習室平均：97％
会議室平均：84％
全室場平均：77％
■事業実施本数：53事業

2024年度　9月末時点
■利用者実績：46,399人
■稼働率
音楽多目的室：91％
ギャラリー平均：83％
練習室平均：95％
会議室平均：84％
全室場平均：87％
■事業実施本数：21事業

◆　総括

目標
具体的な実施状況・実績

自己評価
（コメント）

自己
評価

行政評価
（コメント）

行政
評価

評価委員会
（コメント）

外部
評価
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【使命３】
使命３については、目標
水準を概ね達成してい
る。

アウトリーチは、地域
ニーズの調査をし、「文
化芸術に親しむ心を育て
る」ことを目的とした内
容の事業を、区民文化セ
ンターの働きかけにより
区内の様々な場所で実施
することであり、今後は
施設主導で各種施設及び
アーティストと連携して
事業を実施してほしい。
また、当初の提案では、
ダンス・パフォーマンス
鑑賞事業の実施という提
案であるため、鑑賞事業
は実施してほしい。ただ
し、区民ニーズを考えた
上で、体験型事業により
芸術文化に触れる機会を
提供している点は評価で
きる。

【使命４】
使命４については、目標
水準を達成できていな
い。

自治会等地域コミュニ
ティと連携して活動する
際には、文化芸術になじ
みのない方も多くいるた
め、意見交換を踏まえ
て、実施可能な内容を具
体的に伝え、施設主導で
事業を実施してほしい。
特に区内施設との関係構
築に課題を感じる。文化
的コモンズの形成にあた
り、区内施設との連携は
重要であるため、今後の
関係構築を期待したい。

【使命５】
使命５については、目標
水準を概ね達成してい
る。

当初提案があった「あし
ながふれあいプロジェク
ト」とは違う形ではある
が、プロ野球選手の講演
会への無料招待のよう
に、若い世代へのアプ
ローチは、評価でき、今
後も文化芸術に触れる機
会の創出は継続して取り
組んでほしい。

 瀬谷区民文化センタ が
様々な事業に取り組んでいるこ
とがわかったが、現状はイン
ターネットなどを使って自ら情
報を取りにいく人にしか情報が
届いていないと思う。印刷費な
ど費用の問題もあるが、利用方
法や催し物情報など区内の様々
の方の目に留まるよう瀬谷駅通
路へのポスター掲示や、自治
会・町内会の加入率が高い瀬谷
区では、自治会の掲示板や回覧
板などを活用した周知が有効だ
と思う。こうした働きかけによ
り瀬谷区民文化センターそのも
のの知名度をあげていくこと
で、地域での文化団体のネット
ワークも広がっていくと思う。

・ コロナ禍の影響がある中で
の開館だったが目標とする利用
者数を達成し、サービスも概ね
良い評価をいただいていると思
う。一方で設定した基準を達成
できていない部分もある。特
に、地域での文化団体のネット
ワークづくりや障害者・外国籍
の方を含む全方位向けの利用促
進策に少し弱い印象がある。ど
ちらも難しい課題だが、引き続
き文化団体の事業支援を地道に
行うことにより連携を強化し、
運営が安定してきたところで新
規の利用者開拓ツールとしてひ
らがなパンフレットの作成等を
ニーズも含めて検討していくの
がいいと思う。
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【使命６】
使命６については、目標
水準を達成している。

開館３年目の新しい施設
ではあるが、点検は漏れ
なく実施し、予防保全等
の管理は今後も継続して
ほしい。
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